
感 想 集 



「島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業」 

【演 題】「ソーシャルファームと就職困難者・生活困窮者支援の課題」 

【日 時】2022 年１月２３日（日）14：00～ 

【講 師】炭谷 茂さん（恩賜財団 済生会 理事長） 

【会 場】サンラポーむらくも 2階・瑞雲 

【参加費】無 料 

 

 炭谷茂さんは、２００８年に「ソーシャルファーム ジャパン」を立ち

上げ、社会的な排除を受けている人々と一般の人とが一緒になって働く、

そして普通の会社と同じようなビジネスとして行う方式を提案しておら

れます。 

 福祉問題を通して、人権意識、貧困問題と社会的排除の問題。そして、

地域における福祉の在り方やコロナ禍における「自助・共助・公助」の問

題について提案いただきました 

 

【炭谷茂（すみたにしげる）プロフィール】 

 1946 年富山県生まれ。1969 年東京大学法学部卒業後、厚生省（当時）

に入る。厚生省社会・援護局長、環境省官房局長を経て、2003 年 7 月環境

事務次官に就任、2006 年 9 月退任。現在恩賜財団済生会理事長、日本障害

者リハビリテーション協会会長、中国残留孤児援護基金理事長、地球・人

間環境フォーラム理事長、人権文化を育てる会代表世話人、富山国際大学

客員教授、環境福祉学会会長等を務める。 

また国家公務員在職中から一個人として障害者、 引きこもりの若者、刑

務所出所者等の仕事づくりに従事。 

 

【主 催】和と輪と羽の会、炭谷茂講演会実行委員会 

【問合先】090-3372-5685 阪本 

【後 援】松江市、社会福祉法

人恩賜財団 済生会支部島根県

済生会、朝日新聞松江総局、山

陰中央新報社、毎日新聞松江支

局、読売新聞松江支局 

 

 

 
 
 
 



参加者 感想文 

 

◯教育現場が、特別支援を通常（？）に分断されている中で、社会に出た

人がいきなりインクルージョンと言われても意識を変えるのは難しいと

感じます。教育段階でのインクルージョンをどう進めるか、教員の中にも

差別意識を持ってる人か多いのも感じます。 

が、ソーシャルファームが本来の姿で一人一人働きたい人が働きたいよう

に働けるようになるといいなと思います。体が弱くて働けないとか、週に

4 日は無理という人にも働ける機会が作られていくといいと思いますが、

法整備も追いついていかない、介護の資格を取っても十分な給補償もそも

そもないところで貧困問題も続くし、体に良くないものを空腹を満たすた

めだけの食事をして健康を害し、更なる負担を背負っていきます。 

どうしたらいいのか？その連鎖が怖いし格差が広がってというと隣り合

わせの不安にかられます。 

島根県、また松江市でもソーシャルファームの条例ができていってより公

平な働く場が増えていくことを願っています。（松江市） 

 

 

◯障害者、受刑者など就労に困難を抱える方が共に働ける「ソーシャルフ

ァーム」大変重要な取り組みです。地域的な理解や設立の担い手、障害の

ある方の技術継承などさまざまな課題はあるとおもいます。ぜひ、共に働

いていける社会の構築に向け、国の支援の拡充が必要だと思います。 

（出雲市） 

 



 

◯先生のお人柄からやわらかいお話が聞けてよかった。 

歴史的背景からのお話でわかりやすかった。 

ソーシャルファームの基本法の早期成立が必要だと思いました。コロナ禍

の中、新しい社会福祉国家の実現に向けて多くの人の意見を聴きたいと思

いました。（出雲市） 

 

 

◯初めての参加でしたが大変ありがとうございました。（松江市） 

 

 

 

◯ソーシャルファームについてよく理解できました。（松江市） 

 

 

◯より具体的な例が多く示され、方向性が感じられよい会でした。 

 

 

◯日本だけでなく、世界がどの様な状況になっているのか（ソーシャルフ

ァーム）が理解できました。理想ではあるが、広くひろめていかなければ

ならないと思いました。（松江市） 

 



◯歴史的背景も含めて講義が聞けたので大変勉強になりました。日本のよ

うな競争社会において一般企業とソーシャルファームの共存がどのよう

にできるのかを考えるとなかなか難しいと思います。日本がデジタル化を

すすめている中で、人間関係をどのようにしていくかが今後重要であると

思います。（松江市） 

 

 

◯説得力のあるお話でよく整理してお聞きしました。ソーシャルインクル

ージョンの重要性、ソーシャルファームが日本で大きく育つよう願い、出

来る支援をしたいと思います。（雲南市） 

 

 

◯差別社会が進む中で、特に精神障害者と言われる人は増加しています。

当たり前に社会の中で健常者・障害者と差別されることなく、生活できる

ようにしていきたいと思うのですが、現実はますます逆行しています。 

今日のような志を持つ人が増え、政治の働きを作ることができるといいで

す。ありがとうございました。（出雲市） 

 

 

◯新たな地域社会づくりのヒント（中心）として、ソーシャルファームと

いう考え方に出会えてよかった。異なる年齢、様々な状況にある人が出会

い、共に過ごし、働き、支え合い、「社会」を形成する当たり前の社会の再

生のカギがここにあるように感じた。（松江市） 

 



◯大変勉強になりました。（松江市） 

 

 

◯勉強になりました。もっと具体的に聞きたかったが…。（松江市） 

 

 

◯いろんな点で当事者であり、わかりやすくて、身近に自分が日頃悩んで

いたことが自分。でも…参加しながら進んでいけると喜びました。 

今後ともよろしくお願いします。 70 代女です。（松江市） 

 

 

◯大変興味深く聴かせていただきました。「ソーシャルインクルージョン」

覚えておきたいですし、ソーシャルファームが実現していったらいいと本

当に思います。いまの自分に少しでも何か（お手伝い）できることがあれ

ばと思います。模索していかないといけませんね。ありがとうございまし

た。（松江市） 

 

 

◯とても大切な内容の講演でした。なかなか自分が行動…ということには

つながりにくいですが…もっと沢山の参加があるといい。沢山の方に聴い

て欲しい内容であった。先生の信念・活動のすばらしさに触れさせてもら

えた。感動しました。（松江市） 

 

 

◯先生には誠実な人間性を感じることができました。先生のような思いや

りのある人が社会にいて、本当に嬉しく思います。多くの人たちの為にこ

れからも努力をつづけていってください。（松江市） 

 

 


